
ミュージアム体験の記憶を未来へと紡ぐ
ライフストーリーの観点からのアプローチ

美術館や科学館、歴史系博物館、民族学博物館、植物園や
動物園、水族館など、皆さんがこれまで訪れたミュージアムにつ
いて、記憶に残っていることは何でしょうか。壮麗な建物、貴重な
作品や標本、学芸員や同伴者との対話、参加したワークショップ
やセミナー、手にしたミュージアムグッズ・・・その記憶はその後
の人生に何らかの意味を持ち、ミュージアムとの関わりは続いていく
のでしょうか。
ミュージアム体験の長期記憶をライフストーリーに位置づけて体系

的に探究することに、国内で初めてそして継続的に取り組んでいる
講師が、これまでの調査事例を紹介しながら、この学際的な研究
を通して考えるミュージアムの社会における役割を解説します。 
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入場無料 / 定員 70 名 ( 満席時は立ち見 10 名)

会　場　　会　場

主催：北海道大学総合博物館

お問合せ

TEL：011-706-2658
HP ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/

写真提供：Y. FUJITA
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